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である。 戸iりji土主ず，その ii=lt%とはがJ r}) rj1で




















































































































1/;Jめて 1ぜ、ったc とくに 1950午に勃発した朝鮮戦争



































額；土 2億 1HO万Fレピーと 1（）分の lにすぎなかった
（白 9）。民間資本にとっては， 「国内取引と輸出入





む11 ) 1934'1 ＇）工場i.L(The Factory Act, 19:l4) 
にぶつ3，主主斜a:総務つけられた工場。動力を使用 L,
I；約者：：：o人以上＇1)k狭 i/J[J坊を γ＼ 4 
(d: 2) S. M. Akhtar, Economics of Pakistan, 
Vol. 2, Lahore, l 956, pp. :1～4. 
(/1 3 ) Govt. of Pakistan, Report of the Eco-
nomic AJ>praisal Committee, Feb. 1953, Appendix 
No. 16, Statement of IrnluぉtrialPolicy. 
(LL 4) Ibid. 
(il：ら） PIDC Lt Pakistan Industrial Development 
じorporation（パキスタン産業開発公社）の略称。
〔/J“j Govt. of Palくistan,Statement of Industri 
al Policy. 
Cd. 7) I. L. 0., Report of ILO Productive 
1¥!issio11s to U11derdeve/vjJed Countries, 1¥ug. 1957, 
pp. H～9. 
(ii日j Govt. of Pakistan, 1』，1inistry of I ndustnピs,
Rψurt of the Textile Enquiry Commission, Mar. 
l960, p.:: 
(iJ 9 ) Govt. of Pakistan, Ministry of Economic 
Affairs，火eρortof the Economic Appraisal Com幽
mittee, Feb. 19らみ pp.107～108守














195ユ｛jミ i.~ ；；先立されfこ PIDC は，一仁、て｛七における
川家資本山l白；接投下をm当する一段問とし亡誕＇ L
した。この機関山設置に関するがτ.fitの序文tt，次
のように述 dくてL、る。 「J芯知山三、とく， 'ii%'.I＞ら
政府内政策／ t, 1.＼，））工主1¥廷にふとり氏間企業に
1; A.:I浪のti'1去をUH七することであ？よて。 こ（ハ l(Y,j 
j）允めに， 多く ，1).mwu）， と「J). i 仁さ t~. 1(/l\l{i::~i:i 
: t' ょっる極ハ］二土山l｝をに J 山、ぐは多／レなりと 4
j隼Jlを5lせご l、川〉が，〆コ』ト i 県紙L
t¥1 ／ヒ字下A主どい J 〕 J：ょう／c ノ；干 ζ ＇l ：にと •） 亡さ
) j灼て fl＼＇）；＇：／仁諸 L主に!VJI_ Cf t, I• ,Jじ仁う i（然立
と「正！心を＇）＇してはし、なャ。こ ztら山諸 i；立は， い
額の資本三 i白＇jIQ-C吋日！マと経営の経！Sむを：必要止す
進する目的で設問されたのであり，公社の政策は





,fl，；こあり， そぴ）！すJイi；ニi土tn、o PIDC Ulプロジ工
クトに民間資本を誘致すらために， 全た主主I］にi'.:








t(ll］企去＇ l~ Ji'油し， 0託本ぴ〉汚wを i：主うHJ：にi可L I'l）仁i上、そ u)1i王金務；lをi五家二iア，算（1962 ifσl PIDC 
／、，＇：.－ 1士心 fこυF〕i二iJ、，；：；－に j占／；く公nt,:-l；主・；i:
ヘケン vlft1々ど；1Hで｛／｝片山iーとにど s ぐぶ·~た i ：社、 Y土資対象工；業iこもうζのわくつけがあるが， i遅営
ゾ＞I長幹産主山ilf写t山氏lF:を， 三v'i公；I：.会J1.；＇.，ご の ＇j~:fちがJ似Jim ＇こ， ) ＼、ては，民間企業と 1.:iJじく伝手lj
？てそ J世宗 jーノ〉」（ •I ］］）どっ や伝説を：藍悦した一企業としてh¥WJする（泣13）。
!'I I川、，＇土、 ＇（：＇， l,l，本的立i'~ ： ;t，二 t!J仁＂； i二， Lえ：／t l'!DC t-J:、が；i]IJ定されてから三年後の1952年 l) J 
とi兄夫と：／）イ，li'"I VJ係ノ〉解決ドふら／てu c;~ （／）ぬ（t喝 fニ，ぷ初（｝）出事会が召集された。理事会はら名の
その解ih:tふくヒでも！主主政：；｛JIHIJ/,r川、く i人iでj) ._!/ff:の f•tt事から偶成されとおり， そのうち 1名が
そjであ之1川、う条（守主オ）ilt足どなってL、るのす，作 用事長に任命される。この理事会の構成員の人選
わら Pil>C の機能は民間山本の L:i~~i\11守への訪花 やその任命i土中央政府（分割後は各州政府）によっ
l士口的としておりう民間資本どは競，＂； lt係に，／.っ て行なわれるが，これまで理事に任命された者は，
ものではt，：く， ／，＇ド〉それは問自：； 1q1J，ハ自IJ/1',（，＿：怠味 じとしと経済関係の高級官僚と大土地所有者およ
ずるもので；土な I，＇，とする条件である。この lifこ ひバキスタンではかなり名の知れた実業家であ
ついて， PID仁の珂事の i人である M ・アユ～ ア、 るO とji,fこ力I)えて， j：見アユフ























西分割後は，西 PIDC 理事長はA ・ M•K ・ 7ザ











1952年 1月から56年 1月まで，ナシール・ A・シ
ェイクは 1953 年 8 月から56年 3 月まで， G ・ M•
アダムジー；土 1954年 8}Jから59年 3J1まで，モ r、


















































注目（「ぺきは， て山ょうた IヨDC守 J J財政支It¥
;}', ノミ干スタンの L業開発支Ilの中でι める枕~＇..：
である。本来， Pmcへの財政支出欄は，パキス





コーのう h政府支U¥ht額は H佑560!PJ'c i-0ーでふ
る。この政府支出のうち， 大規模丁‘業関係の支出























































に当た J 、ていゐコ イギリス百本であるパーマ行］i
(Burmah Oil C向。）と連邦間話融資公fl:(Common-
wealth Development Finance Corporation）は，「ス
イ・ザ ζ送配会n:_1の株工ト刈9%をl"<'.ilし， その
経営権を掌握している。この会社の株式院出




































( /le11) Washington, U. S. Dept. of Commerce, 
Bureau of ［•＇川eign Commerce, ln・uestment in I'akis-
tan : Conditions andοutlook for United States 
Jm,estors, l 954, p. fi2. 
( il:12) M. Ayuh, l'uf,lic Industrial Entc,J>rises 
'" Pakistan, Karachi，ムm.1960, J】JI.1～2. 
(i 13〕 Act No目 XLV of 1950 (An Act to Es・ 
tahlish Pll >l '.), Chapter 5, Section 2. 
「注14〕へ M.Barque, 1Vho’s ¥Vho in Pakistan 
1962-63, Lahore. 
(/U5) Pl UC, Annual Report 1959-60. 
(/1:16) 1¥ct No. XLV of 1950, Chapter 6, Section 
12. 
（｛七17) I BRD, Economic Deτ・elopment of Pakis-
tan, G。、t. of Pakistan Press, April 26, 19fi5, 
p目 129.
(/1.18〕 Ibid.,p. 148, Table 13 
( Ii' 19) I'l >C, Annual Rξport l 964-6.S, p. 56. 










し PIDCの介入を必要とせずi二 I・分設立 ，f能で
が万？ばれていゐ。ジ J ート紡結工業は，(Ecy-lnclu,.tr k寸の問ちのために存立自宅会れを設






























に買いとられており，既↑γ心＇） ,f( ［＂~＼；の Iドに鉄鍛主b・ f,; 主 j l hぅ 1951
.7Jiたに発見された：K.究，＇.； !jιのj玄R、け1
t .!: ' ｛じt・ 1,ai・YN、i関係］；でこの .・）か IJILi，り．










1, lリハI）年tでに I・.;I1己l'.?T＇；たに ｛，ih｛ヒ’予，
ふ／こめγJIi] 16 ・Jl-':2 /J, IJIえられに f
,'-.t,J 1--l-
工ポ，［ i / ' 
tた 191:'i年主でに存iVi'."1源開発同・泥伐採押川、
年しに）｝！！［｝！；土｝：をして「地域開発j にある ε，が加わ） ・,: J 目白はl:'iI：草分野ど f(.＇日、ら f ,,:,,・ •• 
it）＇ド八 LL、ふ’t仁川）。すなわh，新たな工業の創設この工う；： If ＇·守 j行｝JI]~：約 ， rドJDC cl>j＇土訂汁 f~ （土，
辺i克i血千；干の資源開発や「均衡の戸とぴ） i,ぴ〉上 I）も，~ A 1 :;c・ .J，ρT"t::分野がノJベ寸.＜）キil.lflのご.／3り司
！と J! t.二j 地域開発を十i的として投資が行なJ>il ・c ：王土んど （／） 1・.'tノモ :Sirf< L J・ －＂.，と同午'f(:ごt〆｝ C :.t、








科、j指導ど U、う見i也から設立さ hたものである。武村そl低て〉；土吋魚川J~tJミ！T）弘司士が IIJ] 被むたく、
この上うにi直接生産ドIl>C C）ず JJ ',/ L ケト』とは；，j でi二三：べfて上欠いて L 、 •，，） 二円，：＇）／支fl'J:i：ご七あるの
マネイジメント,6Jf1乞ifl＇乙関係し tn、長術指導，「iザ＼1(i.本品イ支休dr1ご｝；二，ドIIJC "' f之（i:tr匂ut, 
トーケリテインゲ調査等を円以jとしたものも含ま｜有事m1, I＿；；上 ；＇~i{'j バ） f，立［＇.(itのレ］、；！：二jft/1をIてめら


























































23 (872 .81) 
(76'1.17) 
(y¥:.) (1) プロジェケトは，公開株式会社に切換済
みの完成 Fロジ ι クトのみ。
（日） 1962年6月現在の統計。
(/J¥1i/i) PIDC, Annual Report 1961 (i2, 
明／］》IDC,Annual Report 1964-65, 






















trし， i己1円資本は lf］意向山万ルピ であり， 1,lifiの 1＆プロジュケト i，こけする払込資本総額以，将位
！ヒ干'oftゴ主l！とな＇，）亡し、 0，，この二 Ei土， jJE[PIDC 7281)｝ルビーであるのこのう九東 PIDC経営のプ
沌営ァo＂ン、工ケト r二；tほとんど J:¥'.;r日i資本が努力l l! L工ケトに討する払込資本総額は 6｛意。775;j;t, 
LてL、な＇，＇グ）に比 J に 民間経営ア勾ロゾ 1 ケトでU ！二九一，民間経常の場合は 2Dむ（i50(i万ルピーであ乙》
百本山約110%が阿 PTDCて資本であることにi;t；＇；：、 この工うに，経常主休日ljにみた場合には、東
口、る寸寸ーにわ士〉‘民間資本が PIDC J ロジ仁ケ ドrncの経科下にある 70ロジ工ヤトへの段下資本
卜を買い取るJ易frに；士、経常tJfハ’空慌た R(Yりとし 知と， i1:1-tJ（／）経1'.・Tr，こあるそれへの投下資本額土
て河本；隼i［＇，を行なうのであり－ 1＇：額，＇ljほじ上る全 の比字l士ゴ対！とふっている。既述の上うに，こ
株工ヒ内lfz1lIというケース l土rいな L、υ こ内二と ;.t' 内lLに子、は医 PIDCのJ~fl'には 1 け 1 となってし、る。
ドme,;i:－＋、をiぐ間資本に上， C i,J符；） l ，；，という この十m,iは、；；：山、工うな更'1山iこ基づく tれど ｝J.U'
工業化の1,t;つ！，：政：jミ，i 一つの大さなHきに1'1:tfil〆ぐ れ，：，，すなわh，東ノミキスタンでft民間資本の： ' 
いる三どをむ：1t-r－る。 1fH土阿パキスケンにおけるほど,JJ宝ではなく， 資
さらに百 I’me、 fドジ T 々トにi士、連日立後い主 ィド芳照力l士十f]:Zcr(fJに微弱であり，そのため PIDC
だ公開株式会社に切り掩えじれていたレ1パ＇） !; : iバ . ,o ロジ仁勺ト Cf）株式取得に当た＇）ては， ジ L ‘－ 1、
。：1 ゾ！クトふ石、 これらに段下され・.：・i,、る行本 的結丁ゐ支を除くその他のブ。ロジ z ケトへの進出余
額（士総額て：¥1）臣、07T，万，l-－ピーで点〉る fl'iぺその大 )] !i欠L、ぐレるといら事’主である。
;'i分／tPII ＞＜、資本でふるコヤま二山間J守、既述山 . }f，夜間IlC -;-rジ 1 ケトにおける PIDC資
株式会tiへ切除済みず口ジにケト（ハ段f'('f本部と 本と 1:r.¥J資本のI＼官舎1］合にm1してl土，分割後は資
？？｛！十する土、丙 PfDCでの問係すゐア・－， 1ジ R ケト数 半'ti）、整備主れておらず，現在のところ不明であるの
は 41, f.t下古本総額；土 Hf古76797]1l- l:0 --". だめパ ／（プし分割I寺（J'Jfi＇.！年昨月）におけるその割合は，
三のう t-, ・u可PTDC資本は G億7.'Wl万＂ノ Y を山 第 i去にみるように：i対 lとなっており， ）£1fij(J')
ih，民間資木どの出資Jt容は：1xr I土なる..I》me に i》II)℃r苦イc;:CT)比丞が高くな Jすている C この手：d合
fη；立立「1的力為九
，乍く J骨大一；一る二とが期待さitていそ） ;l, ( fで、表〉と3勺 どくに大きく：変化してU、なし、ど吟えられるのごの
しわして十主での経過の示す壬三ろで；に その.Lt ように、東凶L、ずれの PinCにおいてれ，経営主
主lu分ρlを超えた三をはt_;, ＇今 Lカ‘弘、段下 f{,;7JIJにみたずロジェケト数tl., PIDC経’日下のも
資本総額♂）絶対桁：tif々 明大企続けてL、みわけで のと I1;:I/¥J経常1－・のものとはほぼ日数であるが，資
あるの現状で：:t' ［》If)仁はかぎりなく拡大する日 本系列＼jljにみたJ場合には， P!DC百本は民間資本
大な持株会社円以相を旦しとし、心ゎ 〈汁ゴ f1＼＇，ぅ、 （， :1 併の出資比本を保っていることが;jJ
i;: l主同じことが、東 Pif>Cの場（tにし L、えるつ から》じたがって「民間資本の進出がめざましLぺ，
そこでは、 林式会社八切換済みのプロジ π ケトの ιLくは「民間への売却が順調に行なわれてL、る i
数は目、そのう丸東 PIDCが経常持を有している とレ， ＇t：場合，それは民間i資本が多少なりとも参










































ジ コ ー ト !i,1i 議紙械科事 O ! O.o1 1:1 245.66 2 32.50 2 !215.90 
高｛；｝・機 1 '78.69 2 57.40 
造事1fヒ ヤ：・月E :; i 92.501 l 243.95 
1面古 2 i 30.05 4 89.90 
セメント 2 63.00 0 0.00 
綿 ・ 毛 紡 緩炭記他薬 fi i 11.15 1 20.00 
化学・事1 :i 7.30 O 0.00 
平1 1 J 5 . 00 o (l. 00 
天然力、ス目耳発・送 1 :223 :~sl I) o.oo 
そ の I 1 1 10 . 01 o o制
計 25 '569.441 2 '.~ [872.81 
〔出fiJr) WPIDC, Annual Report 1964-65および
EPIDC, Annual /?.,,port 1964-65. 
m-3 'dミ丙PTDCプロジェケトの業種.5J1・資本系列'i}lj構成
(1965年 6月現在） （｝別立： 100万ルピー）
雪さ 穏 西PIDC資本｜民間資木
ジコ←ト紡綴 。 0.00 。 32.50 
結製造ijJ" 船 機 械締紙料 78.69 0.00 
化学・ 1巴 91.88 0.62 
:-l.8 26.17 
セ メ ン ト 5:l.16 9.84 
総・毛主j 絞震 9.26 7.89 
化石 学・ t<:k 4.75 2.55 
15.00 0.00 
天鉱然物ガス資開発源・探送配究 ]16.90 106.35 
0.00 0. 00 
2ト σ〉 他 10.00 。‘（）I)
38:'l.52 185.92 
















ェクトロ）「） t 》 llカi ジュート紡結工tJ;}，残りの一つ
が製紙工場とヲ極端にジニドト紡績に集中してヤ













C:120〕 F n. Arnold、I'aki、tan F,co710111ic and 
Cοmmen-ial C，刀1ditionsin Pakistan, London, 1955, 
pp. JO時～107
0!21) 投資対象て業：＇） －ってあ／、 f手，J.j見wrて業開
理事業：t,196:'i年以降：：，J、i官lfl.＼仁 ＂;fc'.!;+I: (Small lndu日
tries Corporation・, ,: jれi.'・F；ごT辛ri , i：て， ＇乙、
（／下22) F. B. Arnold, op.ィ・it. '; !: cf'. ¥Vドme.
Rn•iどτu of ,1cti ,・itieペfi,rthe Year J.96,1, p. :i‘ 
(iJ 2:l) Pl!〕（＼ノ・＼nnualRef》οrt1961-62、p.:12 
CJ 2~ ) ]'ff)（二八nnualR,・f’ort J.964手仕入 p.10













































































































































































































































































































































































C/l25) IBRD, op. cit., p. 130. 
〔，126) Ministry of Finance, Government Spon-
sored Corporations, Karachi, Govt. of Pakistan 
Press, 1959, p. 36. 
(/127) WPIDC, Annual Report 1964-65, pp. 
56～57. 
(11:28) Act No. XLV of 1950, Chapter 14, 
Section 8. 
(l!:29) U. N. Technical Assistance Programme, 
Public Industrial Management in Asia and the 
Fa, E山 t,1弼0,p. 115. 
（注30) Planning Commission, Report of the 
Panel of the Economists on the Second Five Year 
Pla仏 1960,p. 25. 
（注31) PIDC, The Role of PIDC in the In-
dustrial Develoρment of Pakistan, Nov. 1960, PP. 
6～10 
〈注32) Trade and Industry, Dec. 1966, p. 1073. 
(li33) R. Ahmed，“Disinvestment Policy of 
EPIDC，＇’ Trade and Industry, Dec. p.1033. 
Cl主34〕 A I I. Hanson, Public Enterprise and 
Economic Development, London, 1959, pp. 232～ 
236 & 248-249. 
( /135) Federation of British Industries, Pa是is-
tan: An Investment Survey, London, 1964, p. 17. 
(d:%) Govt. of Pakistan, The '17,ircl Five Year 
Plan (1965・70),May 1965, p. 124. 
（調査研究部〉
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